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用語集

Cisco Digital Media System (Cisco DMS; Cisco デジ タル メ
デ ィ ア システム ) は、 このガイ ド で解説し ている も のを含む製
品およびテ ク ノ ロ ジー フ ァ ミ リ ーです。

Digital Media Player ( デジ タル メ デ ィ ア プレーヤ、 DMP) 
は頑丈で、 IP ア ド レ ス を持つ小型ネ ッ ト ワーク  デバイ スであ
り 、 デジ タル サイネージ コ ンテンツやエン タープラ イ ズ TV コ
ンテンツ を DMP ディスプレイ ( 視聴者に向けて メ デ ィ アを表
示する直結されたテレ ビ画面、 その他のモニ ター、 またはプロ
ジェ ク タ ) に配信し ます。 デ ィ スプレ イはアナロ グ式またはデ
ジ タル式、 標準解像度または高解像度を問いません。

Digital Media Player Device Manager (DMPDM; デジ タル 
メ デ ィ ア プレーヤ デバイ ス  マネージ ャ ) は Web ベースのグ ラ
フ ィ カル ユーザ イ ン ターフ ェ イ スであ り 、 初期セ ッ ト ア ッ プ段
階で 1 台の DMP を設定し、 1 台の DMP を管理し、 1 台の 
DMP デ ィ スプレ イに メ デ ィ アを表示する設定ができ ます。 
DMPDM は、 その管理対象であ る  DMP 上で動作し ます。

システム管理者、 コ ンテンツ管理者、 およびグ ラ フ ィ ッ ク  デザ
イナーは DMM-DSM と呼ばれる  Digital Media Manager 
(DMM; デジ タル メ デ ィ ア マネージ ャ ) ソ フ ト ウ ェ ア モジ ュー
ルを使用し て、 DMP デバイ スのネ ッ ト ワーク を集中管理し、
サイ ネージ用のアセ ッ ト を整理およびひと ま と めにし、 レ イ ア
ウ ト を設計し、 メ デ ィ アを DMP デ ィ スプレ イに配信し ます。 
別個にラ イセン ス される  DMM-ETV ソ フ ト ウ ェ ア モジ ュール
の機能は、 IP ネ ッ ト ワーク上でビデオ オン デマン ド  (VOD) や
ラ イブなテレ ビ放送を配信し た り 、 オン ス ク リ ーン電子番組ガ
イ ド  (EPG) を設定し た り 、 EPG データ  プロバイ ダ サービ スへ
の登録を管理し た り 、 DMP の リ モー ト  コ ン ト ローラ をプロ グ
ラ ム し た り するのに役立ちます。 
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詳細情報

DMS 製品、 関連テ ク ノ ロ ジー、 および Cisco 全般について詳
し く 知るには、 以下を参照し て く だ さ い。 

解説 アクセス先

DMS の概要 http://www.cisco.com/go/dms

Cisco DMS 製品の リ
リ ース  ノ ー ト

http://www.cisco.com/en/US/products/ 
ps6681/prod_release_notes_list.html

Cisco DMS 製品の
ユーザ マニ ュ アル

http://www.cisco.com/en/US/products/ 
ps6681/products_documentation_road
maps_list.html

FAQ と ト ラ ブル
シ ューテ ィ ング

http://www.cisco.com/en/US/products/ 
ps6681/prod_troubleshooting_guides_ 
list.html

デジ タル サ イ ネージ
に関する  Cisco アカ
デ ミ ー

http://www.cisco.com/go/dms/ads

My Tech Support 
(registration 
required)

http://www.cisco.com/en/US/support/ 
tsd_my_tech_support.html

Cisco Service 
Contract Center

http://www.cisco.com/web/partners/ 
services/resources/cscc/index.html

Cisco セキ ュ リ テ ィ  
ア ド バイ ザ リ

http://www.cisco.com/en/US/products/p
roducts_security_advisories_listing.html
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1  パッケージの内容のチェック
1 台の DMP 4400G の製品パ ッ ケージには、 次の も のがすべ
て含まれています。

 • 重要な法的情報が記載された購入証明書 ( 保管して く ださい )。

 • こ の ク イ ッ ク  ス ター ト  ガ イ ド と その他の製品マニ ュ アル。

 • DMP 4400G 1 台。

 • AC アダプ タ  (12V、 3A) 1 個。

 • 電源コー ド  1 本。

 • 赤外線 (IR) 延長ケーブル 1 本。

 • アンテナ 1 本。

 • 信号ケーブル 3 本。

 – HDMI ( バージ ョ ン 1.1)。

 – コ ンポジ ッ ト /RCA ( ビデオ )。

 – コ ンポジ ッ ト /RCA ( 音声 — 3mm ジ ャ ッ ク、 赤色 と 白
色の RCA プ ラ グ )。

いずれかがパ ッ ケージに含まれていなかった り 不具合があ る
と 思われる場合は、 Cisco Technical Assistance Center (TAC) 
に連絡し て く だ さ い。
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2  DMP の設置に適した場所を探す
DMP の設置場所は、 当該地域の標準電圧 (100 ～ 240V) が使
用さ れている  AC コ ンセン ト  ( ソ ケ ッ ト ) か ら  6 フ ィ ー ト  
(1.8m) 以内です。 各種のビデオ ケーブルに関し てサポー ト さ
れる長さ については、 8 ページの 「DMP デ ィ スプレ イへの接
続」 セ ク シ ョ ンを参照し て く だ さ い。

環境の許容範囲

DMP 4400G は屋内使用を前提に し ています。 

温度1

1. 周辺温度。

米国慣用単位 メートル法単位

最低 最高 最低 最高

動作時  —  長期ま
たは短期

41°F 104°F 5°C 40°C

非動作時  
ま たは保管時

–4°F 140°F –20°C 60°C

相対湿度2

2. 結露し ない こ と 。 周辺湿度。

最低 最高

動作時、 非動作時、 
およ び保管時

20 パーセン ト 85 パーセン ト

高度3

3. 海抜。

最低 最高 最低 最高

動作時、非動作時、 
および保管時

0  
フ ィート

13,780 
フ ィー ト

0  
メ ー ト ル

4,200 
メー ト ル
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3  DHCP ネットワークへの参加
DMP 4400G の工場出荷時の設定では、 自動的に DHCP サー
バか ら  IP ア ド レ スが取得 されます。 DHCP サーバがない場所
に DMP を配置する場合は、 Cisco.com にあ る 『User Guide 
for Cisco Digital Media Player Device Manager 5.0 (Cisco 
Digital Media Player Device Manager 5.0 用ユーザ ガ イ ド )』
を参照し て、 静的な IP ア ド レ ス を使用する よ う に DMP を設
定する方法を確認し て く だ さ い。

ヒント ネ ッ ト ワーク  セキ ュ リ テ ィ  ポ リ シーによ って、
DHCP ア ド レ ス割 り 当てが既知の MAC ア ド レ ス
のネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ ス  カード のみに制
限されている場合、 DMP シ ャーシの底面に貼られ
たステ ッ カーに記されている  MAC ア ド レ ス をセ
キ ュ リ テ ィ  ポ リ シー管理者に知らせて く ださい。 

ステップ 1 DMP シ ャーシの背面にあ る イーサネ ッ ト  10/100 
ポー ト に、 汎用イーサネ ッ ト  ケーブルを差し込み
ます。 

ステップ 2 DHCP ネ ッ ト ワーク に参加するネ ッ ト ワーク  ハ
ブ、 ネ ッ ト ワーク  ス イ ッチ、 またはルータにイー
サネ ッ ト  ケーブルの も う 一方の端を差し込みます。
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4  DMP ディスプレイへの接続
アナロ グ デ ィ スプレ イ ではな く デジ タル デ ィ スプレ イ を使用
する こ と をお勧め し ます。 デジ タル デ ィ スプレ イ の タ イ プに
関し ては、 プ ラ ズマではな く  LCD をお勧め し ます。 

デジ タル サイ ネージでは、 フルモーシ ョ ン ビデオよ り も静止画
像が多用されます。 ほ と んどの場合、 コ ンテンツは Web ベース
であ るか Flash でアニ メ ーシ ョ ン化されています。 これらの メ
デ ィ ア タ イプの性質上、 デジ タル サイネージ内の一部のピ ク セ
ルは頻繁に更新されません。 LCD はプラ ズマ デ ィ スプレ イ よ り
も焼き付き を起こ しに く いので、 デジ タル サイ ネージに関し て
は LCD デ ィ スプレ イの方が良い選択と な り ます。

LCD デ ィ スプレ イでは残像が問題にな る こ と があ り ますが、 そ
れはほ と んど常に自動修正され、 製造元のガイ ド ラ イ ンに従っ
てデ ィ スプレ イ を正し く 管理すれば発生しに く く な り ます。

該当するすべての国際規格に準拠し てい る限 り 、 任意の製
造元のデ ィ スプレ イ を使用で き ます。 LCD デ ィ スプレ イ の
製造元 と し て NEC を希望 さ れている場合は、 以下の NEC 
モデルをお勧め し ます。

 • 32 イ ンチ — MultiSync® LCD3210

 • 40 イ ンチ — 次のいずれか

 – MultiSync® LCD4010

 – MultiSync® LCD4020

 • 46 イ ンチ — MultiSync® LCD4610

 • 57 イ ンチ — MultiSync® LCD5710
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ビデオ ケーブルに関し てサポー ト される最大長 さ は

 • 10 フ ィ ー ト  (3m) — コ ンポジ ッ ト /RCA と  S-Video

 • 16 フ ィ ー ト  (4.8m) — HDMI

DMP にデジ タル デ ィ スプレ イ を接続する には、 同梱の 
HDMI ケーブルを ビデオおよび音声用に使用する こ と をお勧
め し ます。 ただ し、 推奨 されている  NEC デ ィ スプレ イ  モデル
を DMP に接続するには、 ビデオ用に HDMI ケーブル と  
HDMI-DVI アダプ タ を組み合わせ、 音声用に同梱のコ ンポ
ジ ッ ト /RCA オーデ ィ オ ケーブルを使用する必要があ り ます。 
唯一の例外は NEC MultiSync® LCD4020 であ り 、 ビデオ と 音
声の両方に関し て HDMI をサポー ト し ています。

DMP にアナロ グ デ ィ スプレ イ を接続する には、 ビデオ と 音声
の両方に関し て同梱のコ ンポジ ッ ト /RCA ケーブルを使用す
る こ と をお勧め し ます。 

ステップ 1 DMP シ ャーシの背面で、 以下のいずれかの手順
を実行し ます。 

 • HDMI イ ン ターフ ェ イ ス を持つデジ タル デ ィ
スプレ イ に DMP を接続する場合は、DMP の 
HDMI イ ン ターフ ェ イ スに HDMI ケーブル
のオス端を差し込みます。
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 • HDMI イ ン ターフ ェ イ ス を持たない推奨 
NEC デ ィ スプレ イ  モデル ( ま たは別の製造元
の類似デ ィ スプレ イ ) に DMP を接続する場
合は、 次の手順をすべて実行し ます。

 – DMP の HDMI イ ン ターフ ェ イ スに HDMI 
ケーブルのオス端を差し込み、 HDMI ケー
ブルの他端に HDMI-DVI アダプタ を接続
し ます。

 – DMP の AUDIO イ ン ターフ ェ イ スに 
RCA オーデ ィ オ ケーブルの 3mm ジ ャ ッ
ク を差し込みます。

 • アナロ グ デ ィ スプレ イ に DMP を接続する場
合は、 次の手順をすべて実行し ます。

 – DMP の CVBS イ ン ターフ ェ イ スに RCA 
ビデオ ケーブルの黄色ジ ャ ッ ク を差し込
みます。 

 – DMP の AUDIO イ ン ターフ ェ イ スに 
RCA オーデ ィ オ ケーブルの 3mm ジ ャ ッ
ク を差し込みます。 

ステップ 2 ケーブルの他端を、 DMP デ ィ スプレ イ の対応す
る イ ン ターフ ェ イ スに接続し ます。

ステップ 3 DMP デ ィ スプレ イ がまだオンになっていない場
合は、 こ こ でオンに し ます。
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5  100 ～ 240V AC ソケットへの接続

警告 同梱の電源ケーブルとアダプタのみを使用し
てください。

ステップ 1 DMP の電源ケーブルを AC アダプタに接続し ます。

ステップ 2 DMP シ ャーシの 12V DC 電源に DC バレル コ ネ
ク タ を接続し ます。

ステップ 3 接地 されている こ と が分かっていて、 当該地域 
におけ る正し い電圧が使用 されている  AC コ ン 
セン ト に接続し ます。 サポー ト さ れている電圧は 
100 ～ 240V です。

DMP を電気サージから守るため、 信頼でき る製造元のサージ保
護装置または無停電電源装置を使用する こ と をお勧めし ます。
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6  LED のチェック
DMP シ ャーシには緑色 と 赤色の LED が付いています。 DMP 
を AC 電源に接続し た後、 両 LED の光が DMP のフ ロ ン ト  グ
リ ルを通し て見え ます。 

LED は DMP の電源が供給さ れている かど う か、 および IP ア
ド レ スが取得 されているかど う かを知らせます。

 • 緑色の LED の連続点灯は、 電源が供給 されてい る こ と を
示し ます。 

 • 赤色の LED の連続点灯は、 DMP が IP ア ド レ スの取得を
試みている こ と を示し ます。 DMP が IP ア ド レ ス を取得し
た後、 赤色の LED が消灯し ます。

赤外線信号の干渉を受けない限 り 、 LED が点滅する こ と はあ
り ません。
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7  DMPDM へのログインとパス
ワードの変更

ステップ 1 DMP デ ィ スプレ イに Cisco ロ ゴ と  DMP の IP ア ド
レ スが表示された ら、 IP ア ド レ ス を書き留めます。
13



 

ヒント 以後、 こ のスプ ラ ッ シ ュ画面が工場出荷時の設定 
(30 秒間 ) よ り 短 く または長 く 表示される よ う に再
設定するには、 Settings ( 設定 ) > Browser ( ブ ラ 
ウザ ) を選択し、 Splash Screen Display Time  
(in milliseconds) ( スプ ラ ッ シ ュ画面の表示時間  
( ミ リ 秒 )) フ ィ ール ド に新しい持続時間を ミ リ 秒
単位で入力し、 Apply ( 適用 ) を ク リ ッ ク し ます。 
次に、Administration ( 管理 ) > Save Configuration 
( 設定の保存 ) を選択し、 Save ( 保存 ) を ク リ ッ ク
し ます。

ステップ 2 ブ ラ ウザか ら、 書き留めておいた IP ア ド レ スに
ア ク セス し ます。 

ステップ 3 DMPDM のロ グ イ ン プロ ンプ ト で、 "DMP Web ア
カ ウ ン ト " ユーザ と し てロ グ イ ンするには、 ユー
ザ名 admin とパス ワード  default を入力し ます。

注意 次の両方に関し て工場出荷時のパス ワー ド を  
DMPDM で変更し ない と 、 ネ ッ ト ワー ク のセ
キ ュ リ テ ィ が損なわれる可能性があ り ます。 
 
  •    DMP Web アカ ウ ン ト  ユーザ。 
  •    DMP サービ ス  アカ ウ ン ト  ユーザ。 
 
こ の脆弱性か ら ネ ッ ト ワー ク を保護する には、
こ の手順の残 り を実行する必要があ り ます。
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わずかな台数の DMP を個別に管理する場合は、 それぞれの 
DMP Web アカ ウ ン ト および DMP サービ ス  アカ ウ ン ト のパス
ワー ド を  DMPDM で手動で変更で き ます。 
DMPDM にロ グ イ ンする と きは、 Web サービ ス  アカ ウ ン ト を
使用し ます。 DMP サービ ス  アカ ウ ン ト は、 FTP ロ グ イ ン権限
を持つユーザ アカ ウ ン ト です。 DMP サービ ス  アカ ウ ン ト を使
用で き るのは、 DMP 上で FTP サービ スが有効になっている と
きだけです。

多数の DMP を集中管理する場合は、 DMM アプラ イ アン ス 
のフルラ イセン ス された DMM-DSM ソ フ ト ウ ェアを使用し て、
DMP グループに追加されたすべての DMP に対し てグ ロー 
バルに両パス ワード を変更でき ます。 ただし、 このよ う にし 
て DMM-DSM を使用する前に、 集中管理される  DMP ご と に
23 ページの 「集中管理のセ ッ ト ア ッ プ」 セ ク シ ョ ンを実行する
必要があ り ます。

注 DMM-DSM を使用し て DMP 上のパス ワード を変
更する と きは、 DMM-DSM に入力する テキス ト 文
字列が URI エン コーデ ィ ングの正しい構文に従 う
必要があ り ます。 文字列を登録する ための URI エ
ン コーデ ィ ングの構文では、 ク エ リ ー可能なオブ
ジェ ク ト の値にスペース を含める必要があ る と き
には、 スペースの代わ り にプラ ス記号 (+) を入力す
る必要があ り ます。 た と えば、 ク エ リ ー可能なオブ
ジェ ク ト が "user" でその値が "John Smith" であ る
場合は、 文字列内に 「user=John+Smith」 と入力し
ます。 文字列内の値に実際のプラ ス記号を含める必
要があ る場合は、 プラ ス記号を 「%2B」 と明示的
にエン コードする必要があ り ます。 
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感嘆符 (!)、 疑問符 (?)、 アンパーサン ド  (&)、 およ
びアス タ リ ス ク  (*) を値に含める こ と は禁止されて
います。 
 
ク エ リ ー文字列を登録するための URI エン コー
デ ィ ング と その推奨構文については、
http://tools.ietf.org/html/rfc1630 にあ る  RFC 1630 
を参照し て く ださい。

ステップ 4 DMPDM を使用し て 1 台の DMP 上の DMP Web 
アカ ウ ン ト  パス ワー ド を変更するには、
Administration ( 管理 ) > DMP Web Account 
(DMP Web アカ ウ ン ト ) を選択し ます。 Password 
( パス ワー ド ) フ ィ ール ド に新し いパス ワー ド を
入力し、 Repeat Password ( パス ワー ド の再入力 ) 
フ ィ ール ド に も う 一度入力し、 Apply ( 適用 ) を ク
リ ッ ク し ます。 次に、 Administration ( 管理 ) > 
Save Configuration ( 設定の保存 ) を選択し、Save 
( 保存 ) を ク リ ッ ク し ます。

DMM-DSM を使用し て、 デジ タル サ イ ネージ 
ネ ッ ト ワー ク内の複数の DMP 上のパス ワー ド を
同時に変更する こ と も で き ます。

a. Digital Media Players (Digital Media Player) > 
Advanced Tasks ( 高度な タ ス ク ) > System 
Tasks ( システム タ ス ク ) を選択し、 空白ペー
ジのア イ コ ンを ク リ ッ ク し て新しいシステム 
タ ス ク を作成し ます。 
16
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b. 新しいタ ス クの名前と説明を入力し、 Request 
Type ( 要求タ イプ ) リ ス ト から  Set ( 設定 ) を選
択し ます。 

c. Request ( 要求 ) テキ ス ト  ボ ッ ク スで、URI エ
ン コーデ ィ ングの正し い構文を使用し て
「mibifc.user=admin&mibifc.password=new_
password&mib.save=1」 と 入力し ます。 こ こ
で new_password は、 DMP Web アカ ウ ン ト  
ユーザに割 り 当て るパス ワー ド です。

d. タ ス ク を保存し て利用でき る よ う にするには、
Submit ( 送信 ) を ク リ ッ ク し ます。 

e. パス ワード変更指示をデジタル サイネージ 
ネ ッ ト ワーク内の複数の DMP に同時に送るに
は、 次の手順を実行し ます。

 – Schedules (ス ケジ ュール) > Play Now (今す
ぐ再生 ) を選択し ます  (DMM-DSM 4.1.x 
のユーザは、 Schedules ( スケジ ュール ) > 
Immediate Deployment ( 直ちに配置 ) を選
択し ます )。

 – DMP Groups (DMP グループ) オブジ ェ ク
ト  セレ ク タ か ら グループを選択し ます。

 – DMP Web アカ ウ ン ト  パス ワー ド を変更
する各 DMP のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス を選択
し ます。 
17



 

 – Select an Event Type ( イベン ト  タ イプの選
択 ) リ ス ト から、 ステ ップ 4b で名前を付
けたシステム タ ス ク を選択し ます  (DMM- 
DSM 4.1.x のユーザは、 Actions ( ア ク シ ョ
ン ) リ ス ト から このタ ス ク を選択し ます )。

 – Submit ( 送信 ) を ク リ ッ ク し ます  (DMM- 
DSM 4.1.x のユーザは、 Go ( 実行 ) を ク
リ ッ ク し ます )。

注 こ の手順におけ る オプシ ョ ンのス テ ッ プ 4 を実行
し た場合は、 先立って 23 ページの 「集中管理の
セ ッ ト ア ッ プ」 セ ク シ ョ ン を実行し ているはずで
す。 ただ し、 こ の手順のス テ ッ プ 4 を実行し て認
証情報を変更し たため、 信頼 された DMM アプ ラ
イ アン スが一時的に DMP と 通信で き な く な り ま
す。 正常な通信を回復するには、 こ こ で 23 ページ
の 「集中管理のセ ッ ト ア ッ プ」 セ ク シ ョ ンのス
テ ッ プ 3 を再実行する必要があ り ます。

ステップ 5 DMPDM を使用し て 1 台の DMP 上の DMP サー
ビ ス  アカ ウ ン ト  パス ワー ド を変更するには、
Administration ( 管理 ) > DMP Service Account 
(DMP サービ ス  アカ ウ ン ト ) を選択し ます。 
Password ( パス ワー ド ) フ ィ ール ド に新し いパス
ワー ド を入力し、 Repeat Password ( パス ワー ド の
再入力 ) フ ィ ール ド に も う 一度入力し、 Apply  
( 適用 ) を ク リ ッ ク し ます。 次に、 Administration 
( 管理 ) > Save Configuration ( 設定の保存 ) を選
択し、 Save ( 保存 ) を ク リ ッ ク し ます。
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DMM-DSM を使用し て、 デジ タル サ イ ネージ 
ネ ッ ト ワー ク内の複数の DMP 上のパス ワー ド を
同時に変更する こ と も で き ます。

a. Digital Media Players (Digital Media Player) > 
Advanced Tasks ( 高度な タ ス ク ) > System 
Tasks ( システム タ ス ク ) を選択し、 空白ペー
ジのア イ コ ンを ク リ ッ ク し て新しいシステム 
タ ス ク を作成し ます。 

b. 新しいタ ス クの名前と説明を入力し、 Request 
Type ( 要求タ イプ ) リ ス ト から  Set ( 設定 ) を選
択し ます。 

c. Request ( 要求 ) テキス ト  ボ ッ ク スで、 URI エ
ン コーディ ングの正しい構文を使用し て
「init.FTP_password=new_password&mib.save
=1」 と入力し ます。 こ こで new_password は、
DMP サービ ス  アカ ウ ン ト  ユーザに割 り 当てる
パス ワード です。 

d. タ ス ク を保存し て利用でき る よ う にするには、
Submit ( 送信 ) を ク リ ッ ク し ます。 
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e. パス ワード変更指示をデジタル サイネージ 
ネ ッ ト ワーク内の複数の DMP に同時に送るに
は、 次の手順を実行し ます。

 – Schedules (ス ケジ ュール) > Play Now (今す
ぐ再生 ) を選択し ます  (DMM-DSM 4.1.x 
のユーザは、 Schedules ( スケジ ュール ) > 
Immediate Deployment ( 直ちに配置 ) を選
択し ます )。

 – DMP Groups (DMP グループ) オブジ ェ ク
ト  セレ ク タ か ら グループを選択し ます。

 – DMP サービ ス  アカ ウ ン ト  パス ワー ド を
変更する各 DMP のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス を
選択し ます。 

 – Select an Event Type ( イベン ト  タ イプの選
択 ) リ ス ト から、 ステ ップ 5b で名前を付
けたシステム タ ス ク を選択し ます  (DMM- 
DSM 4.1.x のユーザは、 Actions ( ア ク シ ョ
ン ) リ ス ト から このタ ス ク を選択し ます )。

 – Submit ( 送信 ) を ク リ ッ ク し ます  (DMM- 
DSM 4.1.x のユーザは、 Go ( 実行 ) を ク
リ ッ ク し ます )。
20



 

8  ビデオ出力の設定

ステップ 1 Settings ( 設定 ) エ リ アで、DMP  Display Attributes 
(DMP デ ィ スプレ イの特性 ) を ク リ ッ ク し ます。

デ ィ スプレ イ自動検出機能はデフ ォル ト で有効に
な り ます。 DMPDM によ って自動的に行われた選
択 と 入力のま まで よい場合は、 こ のセ ク シ ョ ンは
も う 完了し ている ので、 23 ページの 「集中管理の
セ ッ ト ア ッ プ」 セ ク シ ョ ンに移る こ と がで き ます。 

変更する場合は、 次の手順を実行し ます。

a. DMP Display Autodetection (requires HDMI) 
(DMP ディ スプレ イの自動検出 (HDMI が必要 )) 
リ ス ト から、 Disable ( 無効 ) を選択し ます。

b. Display Standard ( デ ィ スプレ イ規格 ) リ ス ト か
ら、 当該国で採用されている規格を選択し ま
す。 た と えば、 工場出荷時の選択は NTSC_M 
ですが、 国によ っては PAL が使用されます。 

c. Interface (DMP display output) ( イ ン ターフ ェ イ
ス  (DMP ディ スプレ イ出力 )) リ ス ト から、 使
用する コネ ク タ  タ イプ と信号タ イプを選択し
ます。 た と えば、 SVIDEO を使用し ます。

選択する オプシ ョ ンが分か ら ない場合は、 ご使用
の DMP デ ィ スプレ イ に関する製造元のマニ ュ ア
ルを参照し て く だ さ い。
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ステップ 2 Color Space ( 色空間 ) リ ス ト か ら、 DMP デ ィ ス
プレ イ に使用する絶対色空間を選択し ます。

ステップ 3 色空間 と し て RGB を選択し た場合は、 Color 
Component Order ( 色成分の順番 ) リ ス ト か ら オ
プシ ョ ン を選択し て、 赤、 緑、 および青のデータ
を格納する順番を定義し ます。 こ の定義は、
left-to-right 型の加法混色モデル と 呼ばれる こ と
があ り ます。

ステップ 4 ( オプシ ョ ン ) いずれかまたはすべてのス ラ イ ダを
動かし て、 ビデオ ( 輝度、 コ ン ト ラ ス ト 、 彩度 ) や
音声 ( チャ ンネル音量 ) における  DMP デ ィ スプレ
イの不足を補います。

ステップ 5 選択内容を変更する までま たは DMP を再起動す
る まで、 変更内容を確認および反映する には、
Apply ( 適用 ) を ク リ ッ ク し ます。

ステップ 6 使用し ている  DMP ディ スプレ イに選択内容が合っ
ているかど う かをテス ト するには、 DMP Mode 
(DMP モード ) エ リ アで Show IP (IP を表示 ) を ク
リ ッ ク し ます。 
DMP デ ィ スプレ イに Cisco ロ ゴが表示され、DMP 
の IP ア ド レ スが表示されます。

ステップ 7 DMP を再起動し た後も設定変更を持続させるに
は、 次の手順を実行し ます。

a. Administration ( 管理 ) > Save Configuration  
( 設定の保存 ) を選択し ます。

b. Save Configuration ( 設定の保存 ) ページで、
Save ( 保存 ) を ク リ ッ ク し ます。
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9  集中管理のセットアップ
DMP をデジ タル サ イ ネージ ネ ッ ト ワー ク の要素 と し て集中
管理する場合は、 DMPDM と  DMM-DSM を互いに連係する
よ う に設定する必要があ り ます。

注意 信頼 されない DMM アプ ラ イ アン スに DMP が
コ ン ト ロール される こ と を阻止する には、 ネ ッ
ト ワー ク  フ ァ イ ア ウ ォールを設定し て、 TCP 
ポー ト  7777 経由で DMP に着信 ト ラ フ ィ ッ ク
を送るデバイ ス を限定する必要があ り ます。 ア
ク セス制御 リ ス ト の扱い方が分か ら ない場合
は、 フ ァ イ ア ウ ォールに関する製造元のマニ ュ
アルを参照し て く だ さ い。

ステップ 1 DMPDM で、 信頼する  1 台の DMM アプ ラ イ ア
ン ス を指定し ます。

a. Settings ( 設定 ) > Centralized Management ( 集中
管理 ) を選択し ます。

b. DMM-DSM Server Timeout (in seconds) (DMM- 
DSM サーバ タ イ ムアウ ト  ( 秒 )) フ ィ ール ド
に、 DMP が信頼される  DMM アプラ イ アンス  
(DMM-DSM を提供する機器 ) からの応答を待
つ最大秒数を入力し ます。
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c. DMM Appliance IP Address (DMM アプラ イ ア
ンスの IP ア ド レ ス ) フ ィ ール ド に、 信頼され
る  DMM アプラ イ アンスのルーテ ィ ング可能
な IP ア ド レ ス または DNS 解決可能なホス ト 名
を入力し ます。 

DMM-DSM を使用し て新し い DMP を自動探
索し た場合は、 DMM Appliance IP Address 
(DMM アプ ラ イ アン スの IP ア ド レ ス ) フ ィ  
ール ド には DMM アプ ラ イ アン スの正し い IP 
ア ド レ スが入力済みです。

d. 選択内容を変更する までまたは DMP を再起動
する まで、 変更内容を確認および反映するに
は、 Apply ( 適用 ) を ク リ ッ ク し ます。

e. DMP を再起動した後も これらの設定変更を持
続させるには、 次の手順を実行し ます。

 – Administration ( 管理 ) > Save Configuration  
( 設定の保存 ) を選択し ます。

 – Save Configuration ( 設定の保存 ) ページ
で、 Save ( 保存 ) を ク リ ッ ク し ます。

注 集中管理が有効になっている と き、 DMM-DSM 
と  DMP は TCP ポー ト  7777 経由で通信し ます。
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ステップ 2 デジ タル サ イ ネージ ネ ッ ト ワー ク内の集中管理
される  DMP が、 すべて次の も のを共有し ている
こ と を確認し ます。

 • DMP Web アカ ウ ン ト に関する同一のユーザ認
証情報。 

 • DMP サービ ス アカ ウ ン ト に関する同一の
ユーザ認証情報。

これら の認証情報を同一にする方法については、
13 ページの 「DMPDM へのロ グ イ ン と パス ワード
の変更」 セ ク シ ョ ン を参照し て く だ さ い。

ステップ 3 DMM-DSM で、 集中管理 される  DMP の正し い
ユーザ認証情報を指定し ます。

a. Settings ( 設定 ) > Server Settings ( サーバ設定 ) 
を選択し ます。

b. 必須の値を入力し ます。

 – Servlet Server Address ( サーブレ ッ ト  サー
バのア ド レ ス ) — DMM-DSM を提供し て
いる機器の DNS 解決可能なホ ス ト 名と ド
メ イ ン (dmm.example.com など ) を まだ入
力し ていない場合は、 こ こ で入力し ます。
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 – DMP User Name (DMP ユーザ名 ) — 
 「admin」 と入力し ます。 または、 DMP 
Web アカ ウ ン ト  ユーザ名をデフ ォル ト 値
から変更し た場合は、 割 り 当てた新しい
ユーザ名を入力し ます。

 – DMP User Password (DMP ユーザ パス
ワー ド ) — ユーザ名に対応し たパス ワー
ド を入力し ます。

c. Save ( 保存 ) を ク リ ッ ク し ます。

注 後で DMM-DSM のシ ス テム タ ス ク を使用し て 
DMP の認証情報を変更する場合は (13 ページの
「DMPDM へのロ グ イ ン と パス ワード の変更」 セ
ク シ ョ ンを参照 )、 こ の Server Settings ( サーバ設
定 ) ページに戻 り 、 値を更新し て DMP の新し い
認証情報 と 一致させる必要があ り ます。 こ の情報
を更新し ない場合、 DMM-DSM は DMP と の通
信を試みる際に古い認証情報を使用し、 通信に失
敗し た と きに DMP がア ク セス不能で管理不能で
あ る と 見な し ます。
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10  DMP のリモート コントローラ
について
リ モー ト  コ ン ト ローラ の機能を利用するには、 DMP がフ ァー
ム ウ ェ ア リ リ ース  5.0 以降を使用し、 DMM アプ ラ イ アン ス
が DMM ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  5.0 以降を使用し ている必要
があ り ます。 

DMP の製品キ ッ ト には、 『Cisco Digital Media Player 用 リ モー
ト  コ ン ト ローラ  ク イ ッ ク  ス ター ト  ガイ ド』 の冊子が付属し て
います。 このガイ ド は Cisco.com 上で読むこ と も でき ます。

11  製品マニュアル、サポート、
およびセキュリティ 
マニ ュ アルの入手、 サポー ト の入手、 マニ ュ アルのフ ィ ード
バッ ク、 セキ ュ リ テ ィ  ガイ ド ラ イ ン、 さ らには推奨される通称
と  Cisco マニュ アル全般については、 次のページにあ る毎月公
開される 「What’s New in Cisco Product Documentation (Cisco 
製品マニ ュ アルの最新情報 )」 を参照し て く ださい ( こ こには、
すべての新規および改訂された Cisco 技術ド キ ュ メ ン ト も リ ス
ト されています )。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
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